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日
々
の
生
活
の
中

で
「
女
性
だ
か
ら
」

「
男
性
だ
か
ら
」
と

固
定
観
念
を
も
た

ず
、
お
互
い
を
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重

し
、
足
り
な
い
部
分
は
補
い
合
っ
て
協
力
す
る
事

が
男
女
共
同
参
画
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
公

園
で
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
て
い
る
お
父
さ

ん
を
見
か
け
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
が
社
会
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会
議
が
鳥
取

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
か
げ
で
多
く
の
方
が
関
わ

り
、
私
た
ち
の
参
加
を
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
の
で
、一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
が
必
要
な
の
か
、
会
場
に
足

を
運
び
、
話
し
合
い
に
参
加
し
、
お
互
い
の
思
い

を
少
し
で
も
理
解
で
き
れ
ば
、
男
女
共
同
参
画
が

進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特　集

い
ま 
翔

は
ば
た

こ
う

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
参
画
社
会
へ

男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会
議
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と
り
開
催
!!

第
 
回
15

in

　

鳥
取
市
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
と
な
る
よ
う
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、「
鳥
取
市
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
」を
開
催

し
、男
女
共
同
参
画
都
市
と
っ
と
り
宣
言
を
行
い
ま
す
。こ
れ
に
併
せ
て
、

「
第
十
五
回
男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会
議
in
と
っ
と
り
」を
十
月
七

日（
木
）と
八
日（
金
）の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
会
議
は
、ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
「
男
女
共
同
参
画
全
国
都
市
会
議
」
と
は
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
研
究
討
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

政
令
指
定
都
市
を
除
い
た
人
口
三
十
万
人
以

上
の
都
市
お
よ
び
県
庁
所
在
都
市
の
六
十
六

都
市
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
す
。

※
手
話
通
訳
・
託
児
（
１
歳
〜
小
学
校
就
学
前
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
９
月
24
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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第
15
回
男
女
共
同
参
画
全
国
都
市

会
議
in
と
っ
と
り
実
行
委
員
会

　
　

実
行
委
員
長　

松ま
つ
だ田　

章あ
き
よ
し義

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

聞
い
て
み
ま
し
た

　
　

こ
の
た
び
鳥
取
市
で
「
第
15
回
男
女
共
同
参

　

画
全
国
都
市
会
議
in
と
っ
と
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
十
月
七
日
と
八
日
、
全
国
各
地
か
ら
、
地
域
・

行
政
・
企
業
な
ど
の
関
係
者
が
多
数
集
い
、
基
調

講
演
の
後
、男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
活
動
、

施
策
に
つ
い
て
情
報
交
換
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
十
一
月
に
九
市
町
村
が
合
併
し
て

誕
生
す
る
新
「
鳥
取
市
」
の
二
十
万
市
民
が
、
大

会
テ
ー
マ
「
い
ま　

翔は
ば
たこ
う　

一
人
ひ
と
り
が
輝

く
参
画
社
会
へ
」
を
旨
と
し
て
、
共
に
生
き
て
い

く
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
大
会

の
成
果
を
全
国
へ
向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　

市
民
や
各
種
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
と
鳥
取
市
が
協
働
し
、
心
を
こ
め
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
主
役
は
み
な
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
い
た
だ
き
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
な
ど
で
新

た
な
参
画
社
会
を
つ
く
る
契
機
と
し
ま
し
ょ
う
。
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